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友好交流都市である福岡市東区の小中学生 10 人が
7 月 31 日から４日間、安曇野市を訪れ、市内の小中
学生と交流を深めました。歓迎レセプションでは東区
の松澤朝陽さんが「安曇野とのつながりに感謝し、交
流を深めたい」と期待を話し、記念品の交換などを行
いました。

市と東区は、東区の志
し か の し ま

賀島などを拠点に活躍してい
た海洋民族「安曇族」が安曇野地方に移り住んだと伝
えられていることから、旧穂高町時代に友好交流推進
協定が結ばれ、現在も相互訪問事業が行われています。

参加者は、東区の志
し か う み

賀海神社と関わりの深い穂高神
社や上高地の見学などを通じて、両地域の文化やつな
がりを学びながら、交流を深めました。

第 7 回そば猪口アート公募展審査会が明科公民館で
行われ、日本国内のほか、中国・韓国・台湾から寄せ
られた 276 点から入賞した 12 点が発表されました。
大賞を受賞したのは佐野圭

けいすけ

亮さん（群馬県高崎市）の
漆作品「Reborn」（左写真）。黒漆の輝きとつや消し部分
との対比などデザイン感覚が高く評価されました。

審査通過作品は 10月2日（火）から11月4日（月）まで
安曇野髙橋節郎記念美術館で展示されます。

スポーツの全国大会等出場者 31 人の皆さんが市役
所に来訪され、健闘の誓いと今後の夢を語りました。
訪問された皆さんは次のとおりです。
【全日本少年少女空手道選手権出場および小学生・中学生全

国空手道選手権出場】竹野穂乃花（山形村山形小）、清水和玖
（松本市島内小）【全日本少年少女空手道選手権出場】齋藤あか
里（穂高西小）、隠岐侑眞、土林千護（穂高北小）【小学生・中
学生全国空手道選手権出場】窪田優希（豊科東小）、鈴木翔大、
小林尚生（豊科南小）、河西真大（豊科北小）、油井真輝人（穂
高西小）、中野紘都、佐藤禅（穂高南小）、西澤優輝、林原ニコ
ラス大輝（穂高北小）下原広大、竹内小桜、須澤力久（堀金小）、
藤澤嘉人（生坂小）、黒岩千隼（麻績村麻績小）【全日本小学生

ソフトテニス選手権大会】古幡悠馬（穂高西小）、髙橋洸貴、
黒岩陽夏、太田花音（穂高北小）【全国こどもチャレンジカッ
プ全国大会】小林樹寧（穂高東中）、奥村遥花（豊科南中）、
松田一翼（三郷小）、藤森蓮歌、藤森莉音架、川上柚乃（明
科高校）、島村日和（松本市松島中）【アジアＭＴＢ選手権
＆アジアジュニア選手権】小林あか里（松本蟻ケ崎高）マ
ウンテンバイク クロスカントリー女子 3 位・国別リレー 2 位

海の若人と山の若人が交流

力作のそば猪口　海外からの応募も

スポーツで全国へ 世界へ

7/31　福岡市東区・安曇野市青少年交流事業

7/18　第 7回そば猪口アート公募展審査会

7/10　31人の競技者が	表敬訪問
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7/6 大雨を受けての緊急部長会議。市でも大雨に
対する警戒態勢をとりました。


